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                                 編集・発行/はんのう市民環境会議 

 環境省及び経済産業省は、なるべく早期に省エネ性能に優れた LED 照明や有機 EL 照明等高効 

率な照明製品への切替えの推進を行っています。家庭やオフィスにはたくさんの照明があるため、 

ひとつひとつは小さくても電気使用量は全体として大きくなります。それは、高効率な照明製品 

への切替えが進むと、大きな節電効果も期待できるということです。照明での小さな省エネの積 

み重ねが効果的な節電と CO2 の削減につながります。また、LED は長寿命・照度調節や調色が 

可能など多くのメリットがありますので、ぜひ置き換えることをおすすめします。 

参考【あかり未来計画】http://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/akari/                             

 

 買い物の時に、まず必要かどうかを考えて、必要な時は環境のことを考えて、環境負荷ができ 

るだけ小さいものを買うことが「グリーン購入」といいます。こまめに電気を消したり、ごみを 

分別して資源のリサイクルをしたりすることと同じように、グリーン購入は今日からすぐにでき 

ることです。買い物をする際は、環境ラベル（エコマーク等）がついている商品を探して、購入し 

ましょう！                       参考【環境省】 https://www.env.go.jp/policy/hozen/green/ 

 

１．ふんわりアクセル「e スタート」           ６．渋滞を避け、余裕をもって出発しよう 

２．車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転  ７．タイヤの空気圧から始める点検・整備 

３．減速時は早めにアクセルを離そう           ８．不要な荷物はおろそう 

４．エアコンの使用は適切に               ９．走行の妨げとなる駐車はやめよう 

５．ムダなアイドリングはやめよう           １０．自分の燃費を把握しよう 

上記の１０項目をふまえて、『人』と『環境』にやさしい運転を心がけましょう! 

                           参考【環境省】 http://www.env.go.jp/air/car/ecodrive/ 

 

 生ごみの７０～８０％は水分となりますので、水分を十分切ってから出すことで、ごみの減量 

につながります。また、可燃ごみ焼却の効率も大きく上がります。ぜひ、生ごみの水切りに御協 

力をお願いいたします。 『ごみ減量化』水切りの基本は・・・ 

・（野菜の使わない部分を）最初からぬらさない ・水切りネットなどを上手に使用 

・（ぬれた野菜などを）乾かす       ・無駄な生ごみが出ない買い方や調理方法の実践 

                   参考【飯能市】 https://www.city.hanno.lg.jp/article/detail/380 / 



 

 

 

 

生活環境部会               

◆１１月６日（月） 緑のカーテンコンクール 

１４点の応募作品から優秀作品２点を表彰しました。 

 

◆ ２月１５日（木） 部会会議 

５名が出席し、２９年度事業報告及び決算報告、３０年度事業 

計画について話し合いました。 

 

自然環境部会 

◆１月１４日（日） 自然観察会  

 時間：午前９時３０分～午後１時００分  参加者１３名 

 内容：「冬の自然観察会」の巻 

    冬以外では入りづらい谷津の奥の山道を抜けて多峯主山 

    へ。山頂では澄んだ空気の下、遠くスカイツリーも望め、 

    帰路ではイカルの群れにも遭遇できました。 

 共催：NPO 法人天覧山・多峯主山の自然を守る会 

 

◆１月２５日（木） 合同部会会議 

  時間：午後７時 00 分～午後８時００分  参加者２名 

  場所：富士見地区行政センター（２階第２会議室） 

  内容：各部会及びプロジェクト報告 

     飯能河原周辺遊歩道計画中間報告、 

     次年度の事業計画 

 

◆２月１１日（日・祝） 自然観察会 

  時間：午前９時 00 分～正午  参加者２０名 

  内容：「モニタリング 1000 植物調査を体験」の巻 

     天覧山周辺では里山保全のためのモニタリング調査が行     

     われていて、その体験をしました。東谷津の池では、今 

     年最初のヤマアカガエルの卵塊が確認できました。 

  共催：NPO 法人天覧山・多峯主山の自然を守る会 



地球環境部会 

 １１月２６日（日）  

  １２月２４日（日）  都合により 

  １月２８日（日）        休み 

  ２月２５日（日）  

 

 

天覧山谷津の里づくりプロジェクト      

 

◆１１月２５日（土） 第１２回里山復活祭 参加者３７名 

時間：午前９時００分～午後０時３０分 

内容：当日は、水路整備、田んぼの地ならし、落ち葉拾いなどの作業を 

   行いました。作業後は、谷津田で育て、収穫したコシヒカリのお 

   米と具たくさんのきのこ汁を味わいました。参加者の方のハーモ 

   ニカ演奏を聴きながら、楽しいイベントとなりました。 

 

◆１２月１９日（火） 第１回プロジェクト会議 出席者１０名 

時間：午後７時００分～午後８時５５分 

内容：作業の実施状況や里山復活祭の実施報告、平成３０年の 

   事業計画について話し合いました。 

 

◆１月２１日（日） 谷津田作業 参加者１１名 

時間：午前９時３０分～正午 

内容：参加者に年間予定の説明をし、現地で溝掘り、畦道の補修、 

   株踏みを行いました。 

 

◆２月１８日（日） 谷津田作業 参加者１５名 

時間：午前９時３０分～正午 

内容：溝掘り、畦道の補修、丸太運び、ヨシ・カヤ刈りを行いました。 

 

 

放射能関連プロジェクト 

１１月 １日（水） 午後２時 00 分～ 会議 （富士見地区行政センター2 階 第 3 会議室） 

   １３日（月） 午後２時 00 分～ 定例会（飯能市総合福祉センター３階 会議室 1） 

１２月１１日（月） 午後２時 00 分～ 定例会（市役所本庁舎別館２階 会議室１） 

 １月２４日（水） 午後２時 00 分～ 定例会（富士見地区行政センター2 階 第 3 会議室） 

 



編 集 後 記 

環境フェスタ２０１８ スタッフ大募集！          
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 平成３０年６月９日(土)に、丸広百貨店飯能店７階の市民活動センターにて「環境フェスタ 

２０１８」を開催します。イベントでは、会員事業者・団体によるパネル展示や様々な体験教室、 

エコツアー等を企画しています。 

 イベント当日は、受付や会場案内など皆様のご協力が必要になります。現在、環境フェスタ 

２０１８スタッフを募集しておりますのでご協力いただける方は、はんのう市民環境会議事務局 

までご連絡ください。 

                            ☎  042-973-2125（直通） 

Fax 042-971-2393 

                            ✉ kankyo@city.hanno.lg.jp    

 

１ 開催日時 平成２９年１１月６日（月） 午前１０時００分～午前１１時２０分 

２ 開催場所 富士見地区行政センター 第２会議室 

３ 会議内容  

  谷津田の復活祭及び来年度の総会の開催について話し合いを行いました。 

  谷津田の復活祭は、飯能市立飯能第一小学校へ周知を行うこととなり、復活祭の際には、飯能市立飯能第一 

小学校の生徒さんがいらっしゃいました。 

平成３０年度の総会は、平成３０年５月２３日（水）、富士見地区行政センター集会室にて開催することが 

決定しました。ぜひ、会員の皆様のご参加をお待ちしております。 

また、放射能関連プロジェクト委員会事業（講演会）について、委員長からご提案いただきました。 

 

 

 メダルラッシュに沸いた平昌オリンピックの閉幕と時を同じくして、昨年 11 月に開校した【まちエネ大学  

関東・飯能スクール】の全日程が終了しました。 

関東の各地から５０名を超える受講生が集まり、夫々の地域に密着した再生エネルギーの活用プランを多面 

的に検討し、九つの事業プランが出来上がりました。その大半は飯能の森林資源や水資源などを活用した事業 

プランであり、地の利を得る結果となりました。 

更に“水と緑の交流拠点・はんのう”の良き理解者が数多く生まれると言う、副次的効果も得られました。 

地球の温暖化防止には、省エネや再生エネルギーの活用によるＣО2 排出の抑制が急務であり、残された地域 

課題を解決して、地域密着型のビジネスモデルとしてスタートできる日を期待して待ちたいと思います。 

                             （広報委員長：伊藤 知夫）  


